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がん相談業務（院内におけるピアサポート）集計結果

■ 調査対象期間 平成29年4月1日～平成29年6月30日

■ 調査件数 102　件

合計 102

相談月 件数

4月 28

5月 40

6月 34

3件, 3%

49件, 
45%

42件, 
38%

13件, 
12%

2件, 2%

相談時間

10分未満

10分～30分未

満

30分～60分未

満

60分～90分未

満

90分以上

16件, 
15%

86件, 
79%

2件, 2%
5件, 4%

0件, 0%

相談形式

相談室

病棟

外来

電話相談

その他

9件, 8% 2件, 2%

6件, 5%

17件, 
16%

23件, 
21%

38件, 
35%

4件, 4%

3件, 3%

7件, 6%

相談者の年代

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

11件, 
10%

32件, 
29%

27件, 
25%

4件, 4%

7件, 6%
4件, 4%

24件, 
22%

住居エリア

北部

中部

南部

宮古

八重山

その他

不明



　

　
　

53件, 
49%

56件, 
51%

相談者の性別

男性

女性
91件, 
83%

14件, 
13%

1件, 1%
2件, 2%

1件, 1%

相談者のカテゴリー

患者本人

家族・親戚

友人・知人

一般

医療関係者

その他

不明

47件, 
43%

61件, 
56%

1件, 1%

相談者の利用回数

初めて

２回目以上

不明

8件, 7%
2件, 2%

6件, 6%

15件, 
14%

25件, 
23%33件, 

30%

7件, 6%

7件, 6%6件, 6%

患者本人の年代

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳代

49件, 
45%

58件, 
53%

2件, 2%

患者本人の性別

男性

女性

不明 90件, 
82%

10件, 9%

1件, 1%

5件, 5%

1件, 1%
1件, 1%

1件, 1%

受診状況

自施設入院中

自施設通院中

他施設入院中

他施設通院中

受診医療機関な

し
その他



 
　

2件, 2%

95件, 
87%

6件, 5%
4件, 4%
1件, 1% 1件, 1%

現在の治療状況

診断なし(精査中

含) 
治療前(診断後)

治療中

治療後

経過観察中

その他

55件, 
51%

45件, 
41%

1件, 1%
8件, 7%

がんの状況

初発

再発・転移

その他

不明

未記入

28
23

17
11

10
8
8

7
6

5
3

2
2

1
1
1

0
0
0

6

耳鼻咽喉

子宮・卵巣

リンパ・血液

食道

大腸・小腸

肝・胆

乳房

眼・脳・神経

肺・縦隔・心臓

腎・尿管・膀胱

骨

胃

前立腺・精巣

膵

皮膚

肉腫・腹膜・後腹膜

甲状腺・副腎

中皮腫

原発不明

不明

がんの部位



84
66

28
24

18
8
8

5
4
4
3
3
3
2
2
2
1
1
0
0
0
0
0
0
0

6
0

がんの治療

症状・副作用・後遺症

がんの検査

不安・精神的苦痛

患者－家族間の関係

症状・副作用・後遺症への対応

食事・服薬・入浴・運動・外出…

転院

社会生活（仕事・就労・学業）

友人・知人・職場の人間関係

医療者との関係

ホスピス・緩和ケア

患者会・家族会（ピア情報）

医療費・生活費・社会保障制度

セカンドオピニオン（一般）

がん予防・検診

介護・看護・養育

医療機関の紹介

在宅医療

補完代替療法

受診方法・入院

セカンドオピニオン（受入）

セカンドオピニオン（他へ紹介）

告知

治療実績

その他

不明

相談内容

（実施したものすべて）

178

13

47

25

9

一般医療情報

医療機関情報

日常生活の相談

関係性についての相

談

ピア情報

相談内容
（実施したものすべて・大項目別）

42
19

13
9

5
2
2
1
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

3
0
1

がんの治療

症状・副作用・後遺症

不安・精神的苦痛

患者－家族間の関係

症状・副作用・後遺症への対応

転院

医療者との関係

食事・服薬・入浴・運動・外出…

介護・看護・養育

医療費・生活費・社会保障制度

医療機関の紹介

がんの検査

友人・知人・職場の人間関係

社会生活（仕事・就労・学業）

患者会・家族会（ピア情報）

ホスピス・緩和ケア

在宅医療

補完代替療法

セカンドオピニオン（一般）

セカンドオピニオン（他へ紹介）

告知

セカンドオピニオン（受入）

治療実績

受診方法・入院

がん予防・検診

その他

不明

未記入

相談内容

（最も比重の高いもの）

62

3

21

12

3

1

一般医療情報

医療機関情報

日常生活の相談

関係性についての相談

ピア情報

未記入

相談内容
（最も比重の高いもの・大項目別）



101

66

56

1

0

0

0

2

0

傾聴・語りの促進・支持的

な対応

助言・提案

情報提供

他施設への連携

自施設受診の説明

他施設受診の説明

自施設他部門への連携

その他

判断不明

対応内容

（実施したものすべて）

92

4

4

0

0

0

0

1

0

1

傾聴・語りの促進・支持

的な対応

情報提供

助言・提案

自施設他部門への連携

自施設受診の説明

他施設受診の説明

他施設への連携

その他

判断不明

未記入

対応内容

（最も比重の高いもの）

53

9

2

1

0

0

0

0

1

4

医療機関スタッフ

院内で見かけて

パンフレット

マスメディア

相談員に声をかけられて

同病者やその家族・患者

会

家族・友人・知人

インターネット

その他

不明

認知経路



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

がんピアサロン 

開催報告 

実施日：平成 29 年 7 月 2 日（日） 

主催 沖縄県地域統括相談支援センター 



開 催 概 要 

 

 

１ 名称   がんピアサロン 

 

２ 日時   平成 29 年 7 月 2 日（日） 14：00～16：00 

        ●14：00～15：00  ヨガ体験 

        ●15：00～16：00  サロンタイム 

 

３ 場所   北中城村立中央公民館 １階 和室 

 

４ 対象   がん患者、家族、遺族、医療関係者、関心のある方 

 

５ 定員   10 名 

 

６ 参加費  無料 

 

７ 目的    ピアサポーターや他の参加者と語り合うことで不安や気持ちを分かち合

い、情報を交換しながら病気に対する不安軽減につなげる。ヨガ体験によ

って体をほぐしながら、参加者同士が打ち解け話しやすい雰囲気を作る。 

特に話すことがなく情報を求めている人にも、ピアサポーターの体験談

を聞いたり、がんに関する資料等を得られるよう情報コーナーを設置し提

供する。 

またサロンで対応経験を重ねることによりピアサポーターの資質を高め

る。 

 

８ 主催   沖縄県地域統括相談支援センター 

 

 

 

 

 

 

 



タイムスケジュール 

開始 終了 
所要 

時間 
内容 詳細 

13:30 13:50 20 分 事前打合せ 

 

 

①スタッフ顔合わせ 

 簡単な自己紹介をする。 

②サロンの流れ確認 

③ピアサポート活動の注意点 

④自己チェックシートについて 

⑤その他 

 

13:50 14:00 10 分 準備 情報コーナー設置 

 ①がん冊子（見本） 

 ②がんサポートハンドブック 

 ③療養場所ガイド 

 ④各種案内チラシ 

14:00 15:00 60 分 ヨガ体験 

講師：一般社団法人 

日本ヨーガ療法学会 

認定ヨーガ療法士 

①ピアサポーターもヨガ体験可 

 ・動きやすい服装で。 

 ・昼食は早めの時間に消化の良

い物を取る。 

②ヨガに参加しないサポーターは

サロン時に使用する飲料（白

湯・お茶）の準備 

 

15:00 16:00 60 分 フリートーク グループに分かれて自由に話す 

①各グループに１名 

ピアサポーターを配置する 

②各グループに１名 

アドバイザーを配置する 

16:00 16:10 10 分 片付け 会場の原状回復 

16:10 16:40 30 分 反省会（その場で） ①自己チェックシートの記入 

②振り返り 

 



開催内容 

 

【参加人数】 

 ●ヨガ体験 ６名 

 ●サロン  ８名 

 

 

【スタッフ】 

 ●がんピアサポーター ３名 

 ●沖縄県地域統括相談支援センター センター長１名 

 ●      〃         相談員４名 

 ●      〃         事務員１名 

 

 

【振り返り】 

・サロンの前にヨガ体験を行うのは初めての試みだったが、概ね好評だった。 

・夏にサロンを開催するのも初めての試みであるが、様々な行事とぶつかることがない利

点がある。 

・会場の大きさもあることから事前予約制にしていたが、なかなか予約は来なかった。参

加した人の多くは、相談室に来室した際に直接声掛けを行った方々となっている。その他、

沖縄県立中部病院がん相談支援センターの厚意で、案内を院内患者サロン参加者へ郵送し

てくださった方が参加している。直接の声掛けが集客につながっており、県内全域への広

報を控えめにしても良いのではないかと思われる。 

・会場は広く、ヨガをするのに十分な広さだったが、ピアサポーターと参加者を合わせて

も 20 名程度が限界である。また給湯室も無料で貸出してくれたので、白湯やハーブティー

を提供することもでき好評であった。 

・参加者からはまたヨガを取り入れてほしい、体を動かすと気持ちがいいとの声が聞かれ

た。ピアサポーターからもヨガ体験が終わった時に頭がスッキリしていて、参加して良か

ったとの声があった。 

・今回はピアサポーターとアドバイザーがほぼ同数だったのでペアとなってもらったが、

立場がはっきり分かれているため、サポーターがアドバイザーに相談するなどフリートー

ク時の進行は良好で大きな混乱はなかった。 

・ピアサポーターは今まで複数人で対応しており、はじめて一人でグループを取り仕切る

ことになったが、話の切り出しが難しかったとの声や、参加者同士で盛り上がっていて良

かった、アドバイザーのあいづちが勉強になったとの意見があった。 

・再発の不安に関する内容でサポーターもアドバイザーも対応に困った場面があったが、

先生に助けを求めたことで参加者は納得できた様子だった。対応を辞めて専門家に繋ぐこ



ともあると養成講座で学んでいるので、その対応を実際に目にする機会となった（今回は

専門家ではなく医師に繋いだ）。 

 

 

【アドバイザーの視点】 

・ピアサポーターがすごく上手に対応しており、成長を感じた。 

・ピアサポーターがアドバイザーに遠慮していることがあるように感じる。 

・ヨガとサロンの間にトイレ休憩があった方が良いのではないか。ヨガの後は眠くなった

りするので、すぐ動くことができない人もいる。 

・ベテランのピアサポーターでも普段からピアサポートをしている訳ではないので、対応

に戸惑うことがあるということを気付かされた。そして自分もそうだったと振り返るきっ

かけになった。 

・相手の話しを引き出そうとして自分が長く話してしまうピアサポーターもいた。 

・サロンタイムは１時間では短いかもしれない。最初の 30 分くらいは皆なかなか話し出せ

なくて、打ち解けて盛り上がった頃に終了となっていた。 

・会場の場所は分かり難いが、緑が多く景観が良かった。 

 

 

【反省点】 

・ヨガ体験からサロンタイムへ移る際に参加者の誘導が難しく、予定の配置にすることが

できなかった。会場の大きさは十分だったので、当初の予定どおりにテーブルの配置を行

えば、もっとスムーズに進行できたのではないか。 

・ヨガ講師からは、ヨガの良さを認識してくれたことが嬉しいとの声があった。 

・ピアサポーターからは医療の話しだったので傾聴に徹した、参加者の求めている言葉を

出せなくてもどかしさを感じた、自分の話しをしがちで反省、などの感想が挙げられた。 

 

 

【今後の課題】 

・サロンタイム移行時の参加者の誘導に関しては、ピアサポーターやアドバイザーのがん

種を把握してグループにすることは可能なので、対応時にサポーター同士で席の交代など

できるようにする必要がある。 

・那覇での開催を望む声もあり、南部地域での会場探しを行ったが、40 畳程度の和室を所

有している施設は少ない。次回ヨガを取り入れる際は今回のような少人数か、芝生や砂浜

などの野外を検討しても良いのではないか。 

 

 

 



アンケート集計結果 

【参加者：配布１０件、回答１０件、回収率１００％】 

  

 

 

 

3

7

男性

女性

Q1. 性別

0
0

2
7

0
1

0

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代…

Q2. 年齢

6
0
0

1
0

1
4

2

チラシ・ポスター

新聞・ラジオ

インターネット

医療者からの紹介

患者会からの紹介

家族・友人・知人からの紹介

ピアサポーターからの紹介

その他

Q3. 認知経路

5
4

2
4

0
2
2

0

不安を聞いてほしかった

同じ病気の人と話がしたかった

情報が知りたかった

体験者の話を聴きたかった

関心があった

ヨガ体験があったから

がん患者の気持ちを知りたかった

その他

Q4. 参加しようと思ったきっかけ

6

2

0

0

0

とても良かった

まあ良かった

どちらともいえない

あまり良くなかった

全く良くなかった

Q5. 「ヨガ体験」の内容

SA n＝10 SA n＝10 

MA n＝10 

MA n＝10 

SA n＝10 

・体を動かすと気持ち良かったので。 

・終わった後、頭と気分がスッキリと

しているのが分かったから。 



 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7

3

0

0

0

とても良かった

まあ良かった

どちらともいえない

あまり良くなかった

全く良くなかった

Q6. サロンの雰囲気や内容

8

2

0

0

0

よく話せた

少し話せた

どちらでもない

あまり話せなかった

全く話せなかった

Q7. 話したいことを話せたか

6

4

0

0

0

とてもあった

少しあった

あまりなかった

全くなかった

わからない

Q8. 参加したことで気持ちに

変化はあったか

9

0

はい

いいえ

Q9. 次回も参加したいか

3

6

3

0

勉強会等がある

ピアサポーターの体

験講話がある

会場と自宅が近い

その他

Q10. どんなサロンに魅力を

感じるか

SA n＝10 

SA n＝10 SA n＝10 

SA n＝10 MA n＝10 

・もっと皆様と色々話がしたかった。 

・みなさん、とても気さくな雰囲気

で和やかに語り合えたこと。 

Q11.サロンについてのご意見・ご感想 
 
・とても楽しくすごすことができ、参加して良かったです。 
・ヨガ体験また取り入れてほしいです。 
 



当日の様子 

 

ヨガ体験 

  

 

サロンタイム 

  

 

情報コーナー              サロンのぼり 

  

 

 

 

 
 

 

    



広報 

 

案内チラシ（患者会、がん診療専門機関、市町村役場等 計 116 件に送付） 

 



イベント無料掲載サイト（ぴらつか暦） 
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